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いきいき元気な笑顔輝く、支え合いのまちづくり

平成31年度　主な事業と予算

持続成長する村上市を目指して
　

平
成
31
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は

３
２
５
億
６
千
万
円
で
、
将
来
に
向
け

て
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
確
立
す

る
た
め
事
務
事
業
見
直
し
を
行
い
、
総

合
戦
略
に
基
づ
く
各
種
事
業
の
選
択
と

集
中
を
図
り
、
昨
年
度
を
17
億
１
千
万

円
下
回
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は
、
継
続
事
業
で

あ
る
荒
川
地
区
公
民
館
建
設
事
業
お
よ

び
厚
生
連
村
上
総
合
病
院
移
転
新
築
に

向
け
た
周
辺
道
路
整
備
事
業
、
厚
生
連

村
上
総
合
病
院
の
移
転
新
築
に
対
す
る

補
助
金
や
、
新
規
事
業
の
介
護
基
盤
整

備
事
業
、
小
学
校
統
合
に
係
る
西
神
納

小
学
校
校
舎
改
修
事
業
、
さ
ら
に
本
年

度
か
ら
創
設
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税

（
仮
称
）
を
活
用
し
た
各
種
事
業
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

持
続
成
長
す
る
村
上
市
を
目
指
し
な

が
ら
、「
や
さ
し
さ
と
輝
き
に
満
ち
た

笑
顔
の
ま
ち
村
上
」
の
実
現
に
向
け
て
、

次
の
時
代
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
平
成
31
年
度
の
主
な
事

業
と
そ
の
予
算
を
、
第
２
次
村
上
市
総

合
計
画
の
基
本
目
標
ご
と
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※�

施
政
方
針
と
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い

継続

継続

拡充

村上総合病院移転新築事業費補助金　11億7,500万円

保育園のエアコン整備　4,312万円

歯科保健事業　1,176万円

　移転新築する厚生連村上総合病院に対し
て財政的な支援を行うことで、救急医療の
確保および地域医療の充実を図ります。

　遊戯室や３歳以上児の保育室などにエア
コンを整備します。（第一、第二、山居町、
向ヶ丘、みのり、山北そらいろ保育園）

　きめ細やかな歯科保健指導や歯科健診な
どを実施し、歯と口の健康づくりを進めま
す。

▶
起
工
式
（
２
月
17
日
）

▶
夏
は
涼
し
い
環
境
で

▶
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科

保
健
指
導

ほかにもこんな事業をします
継続 医学生修学資金貸与制度 720万円
継続 生活習慣病予防対策 １億242万円
継続 自殺予防対策事業 98万円
新規 さんぽく森のなかよし学童保育所の整備 481万円
継続 介護職員人材確保推進事業 138万円
継続 高齢者生活支援 1,178万円
拡充 発達障害者支援事業 68万円
新規 福祉総合相談窓口の設置 411万円
継続 ハッピーボランティアポイント事業 45万円
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産業が創る地域の誇り、活気みなぎる賑わいのまちづくり

ひと、まち、自然が調和する、美しい定住のまちづくり

継続

新規

継続

継続

新規

拡充

伝統工芸振興事業　1,267万円

第２次環境基本計画などの策定　695万円

市産の農林水産物を全国へ　581万円

村上駅周辺まちづくりの推進
２億6,280万円

新たな森林管理システムの構築　1,276万円

ごみ収集運搬　２億8,047万円

　村上木彫堆朱産業のプロモーションの実
施と後継者育成に対する支援を行います。

　第１次計画期間の終了に合わせ、第２次環
境基本計画、地球温暖化対策実行計画、新エ
ネルギー推進ビジョンの策定に着手します。

　地場産農林水産物の販路拡大、生産量増
加のため、首都圏を中心とした市外の取引
先への流通・販路拡大を促進します。

　村上駅西地区などへのアクセスを向上させる
ため、地区幹線道路、周辺道路を整備します。

　市が仲介役となって経営管理が行われて
いない森林の所有者と林業経営者をつなぐ
システムを構築します。（詳細は６ページ）

　ごみの収集回数を市内全域で統一。また
資源ごみの収集回数を増やしごみの減量化
とリサイクルを促進します。

▶
塗
り
の
工
程

▶
清
流
「
荒
川
」

▶
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

▶
地
区
幹
線
道
路

▶
適
切
な
森
林
管
理
の
た
め
に

▶
今
月
か
ら
ご
み
の
収
集
回

数
を
統
一

ほかにもこんな事業をします

ほかにもこんな事業をします

継続 有害鳥獣捕獲の担い手支援 88万円
継続 農業担い手支援 400万円
継続 村上牛の認定率向上支援 335万円
継続 再造林推進事業補助金 128万円
継続 森林整備地域活動支援交付金 335万円
継続 新規漁業就業者支援事業費補助金 120万円
継続 産業支援プログラム事業補助金 1,200万円
継続 村上市の認知度アッププロモーション事業 330万円
継続 新潟空港二次交通確保事業補助金 200万円

▶プロモーションイベント

継続 若年者職業自立支援事業 404万円

拡充 し尿処理施設管理運営 １億2,079万円
継続 岩船港の整備促進と賑わいの創出 71万円

0�pt

継続 日本海沿岸東北自動車道整備推進事業 620万円
0�pt

継続 市道上大鳥中津原線大鳥橋橋梁補修工事 7,200万円
継続 市道今宿７号線（第二村上街道踏切）道路改良 1,020万円
継続 生活交通確保対策事業 6,266万円
継続 村上らしい歴史的景観の保全 6,877万円
継続 都市計画道路南中央線の整備 520万円
継続 空き家バンク移住応援補助金 200万円
継続 住宅用太陽光発電システム・

木質バイオマスストーブ設置費補助金 550万円
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伝統と文化を育む、すこやか郷育のまちづくり

いのちと故郷を絆で守る、安全安心なまちづくり

ひとりひとりが活躍する、市民が主役のまちづくり

継続

継続

継続

新規

継続

継続

「スケートボードの聖地」創造を目指して　646万円

救急救命士の養成　175万円

荒川地区公民館駐車場整備
２億3,585万円

部活動指導員の配置　109万円

防犯灯のLED化の推進　5,325万円

ふるさと納税事業　1,759万円

　スケートボード大会の開催地・合宿地（練
習場所）としての定着化、ジュニア選手およ
びトップアスリートの育成・発掘を進めます。

　高度な救命技術を持つ救急救命士
を養成し、救命率の向上を図ります。

　荒川地区の生涯学習の拠点を整備し、学
習環境の充実を図ります。

　中学校の部活動に、技術指導や引率など
を行う部活動指導員を配置します。（３人
配置予定）

　順次LED灯
に交換し、維
持管理コスト
の低減、温室
効果ガス排出
量の削減につ
なげます。

　インターネットでのふるさと納税受付を強
化し、寄附者の利便性の向上と新たな寄附者
の獲得を目指します。

▶
村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

▶
救
命
率
の
向
上
を

▶
顧
問
の
先
生
の
負
担
軽
減

を
目
指
す

▶
５
月
１
日
に
開
館
予
定
の

荒
川
地
区
公
民
館

▶
年
々
増
加
す
る
ふ
る
さ
と

納
税

ほかにもこんな事業をします

ほかにもこんな事業をします

ほかにもこんな事業をします

継続 奨学金の貸与 8,678万円
継続 ICTを活用した教育環境設備 １億1,567万円
拡充 地域未来塾の開設 176万円
新規 学校統合による施設改修 ５億8,320万円
拡充 小・中学校コミュニティ・スクールの設置 116万円
新規 国民文化祭・全国障害者芸術・文化祭 231万円

継続 人権に対する意識向上 51万円
継続 市民協働のまちづくりの推進 6,721万円
継続 魅力ある情報発信 1,999万円
継続 魅力あふれる圏域づくり 20万円

継続 地域防災力の向上 171万円

▶
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
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特別会計
217億1,287万円（前年度当初比0.8％増）

会計名 当初予算額 前年度当初比
土 地 取 得 4,917万円（245,865.0%）
情 報 通 信 事 業 ５億1,330万円 （88.0%）
蒲 萄 ス キ ー 場 5,000万円 （84.7%）
国 民 健 康 保 険 64億1,250万円 （105.4%）
後 期 高 齢 者 医 療 ７億 970万円 （102.7%）
介 護 保 険 76億4,300万円 （96.9%）
下 水 道 事 業 45億9,720万円 （99.7%）
集 落 排 水 事 業 12億6,770万円 （105.8%）
簡 易 水 道 事 業 ４億7,030万円 （110.5%）

上水道事業会計
区　分 収　入 支　出
収益的 11億4,733万円 10億8,057万円
資本的 4,975万円 ６億418万円

市の財政状況は・・・
　平成29年度決算では、財政の健全化判断比率
４指標のうち、実質公債費比率は13.3％、将来
負担比率は120.5％となっています。実質赤字比
率および連結実質赤字比率については該当がな
く、４つの指標の早期健全化基準はクリアして
います。
　しかし、本市の財政力を示す財政力指数は
0.361（平成29年度）で、前年度より下がり、地
方交付税などの依存財源に頼らざるを得ない割
合が年々大きくなっています。
　こうした財政状況の中、将来に向けた健全な
財政運営を目指し、事務事業の見直しや総合戦
略に基づく事業の選択と集中を図り、予算編成
を行いました。

一般会計　325億６,000万円
（前年度当初比5.0％減）

市税
64億9,050万円

繰入金
24億7,241万円

諸収入
9億7,110万円

その他自主財源
15億3,106万円

その他依存財源
16億3,066万円

市債
26億7,840万円

県支出金
18億8,450万円

国庫支出金
25億137万円

地方交付税
124億円

議会費（議会運営など）
2億20万円
総務費（市役所の運営など）
31億1,124万円
民生費（福祉、医療、子育てなど）
87億5,424万円
衛生費（検診、ごみ処理など）
35億217万円
労働費（労働者福祉など）
6,878万円
農林水産業費（林道、農業振興など）
24億6,815万円
商工費（観光、産業振興など）
12億7,642万円
土木費（道路、公園の整備など）
43億4,931万円
消防費（災害への対応、救急活動など）
14億3,807万円
教育費（学校教育、スポーツ振興など）
37億3,462万円
公債費（市の借金（市債）返済にかかる経費）
34億5,760万円
その他
1億9,920万円

歳入 歳出
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